
補助 46 号線（目黒本町五丁目）の事業化に向けては、道路整備だけではなく、地元にふさわ

しい沿道まちづくりを一体的に進めていくことが極めて重要です。そのため、地元住民有志の方々

で設立した『46 沿道まちづくり協議会』では、設立準備会も含め、全 5 回の検討を経て、この

たび「補助46号線と沿道まちづくりに関する提案」の骨子案をまとめました（２～３頁参照）。

そこで、地元の皆さまへ骨子案の内容をご報告するとともに、さまざまなご意見をいただきた

く、下記の日程で「46沿道まちづくり住民懇談会」を開催いたします。

また、住民懇談会に出席できる方も、できない方も、この骨子案についてのご意見を下のハガ

キにてお寄せください。

『『４４６６沿沿道道ままちちづづくくりり住住民民懇懇談談会会』』
をを開開催催ししまますす。。ぜぜひひ、、ごご参参加加くくだだささいい！！
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153-8573

目黒区上目黒 2-19-15

(事務局）

目黒区都市整備部

都市整備課住環境整備係 行

（切り取り線）

※「まちづくり提案」（骨子案）について何か意見等お気づ

きの点がありましたらお書きください（裏面もあります）。

４６沿道まちづくり住民懇談会
《①②とも同じ内容です》

【日時と場所】

①２月２６日（火）午後７時～

向原住区センター「ﾌ゚ﾚｲﾙーﾑ」にて

②３月１日（土）午前１０時～

中央体育館「３階会議室」にて

【内容】まちづくり提案（骨子案）

のご報告と意見交換

まちづくり提案(骨子案)について

皆さまのご意見を聞かせてください！

締め切り：２月２９日

※2～3頁の骨子案の内容を参考にしながら、

ハガキ裏面の５つの設問にお答えください。

※ハサミなどでハガキを切り取り、そのままポ

ストにご投函ください。（切手不要）

【主催】46 沿道まちづくり協議会
目黒本町五丁目南町会、目黒本町東町会

目黒本町五丁目西町会、目黒本町北町会

（
切
り
取
り
線
）

４６沿道まちづくり協議会の検討経緯と今後の予定

については、４頁をご覧ください。

平成２０年２月
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「「４４６６沿沿道道ままちちづづくくりり協協議議会会」」のの検検討討経経緯緯

※設立準備会を含めて全5回、月1回のペースで活発な検討・協議を行い、これまでの地元意見

等も盛り込んだ「まちづくり提案（骨子案）」をまとめました。

補助 46 号線沿道まちづくりに関するご意見・ご要望、または「46 沿道まちづくりニュース」に

関するご質問などがございましたら、下記までご連絡ください。

46 沿道まちづくり協議会

【事務局】目黒区都市整備部都市整備課住環境整備係

〒153-8573 目黒区上目黒2-19-15 電話：5722-9672（直通） FAX： 5722-9239

メールアドレス tosei02@city.meguro.tokyo.jp

協力：株式会社 マヌ都市建築研究所

●設立準備会（H１９．８．２９）
※沿道の関係権利者を中心に、関係町会長・関係

協議会長等で構成され、沿道のまちづくりを具体

的に検討する地元の会として設立しました。

●第１回 協議会 （H１９．９．２７）
【テーマ】まちづくり提案の考え方の確認

※提案の基礎となるまちづくりの目標と方針、

用途地域等の変更案等について検討しました。

●「４６沿道まちづくり住民懇談会」 （H２０．２．２６／３．１）
→46協議会でまとめた「まちづくり提案（骨子案）」について、対象区域の方々から広くご意見をいただ

く会として開催します（このニュースのハガキを利用したご意見もお待ちしています）。

●第５回 協議会 （H２０.４～５）

→住民懇談会でいただいたご意見を踏まえ、最終的な「まちづくり提案」をまとめます。

●「まちづくり提案」の提出（H２０.５～６）

→目黒区長等へ「まちづくり提案」を提出します。

４

今今後後のの予予定定：：今今年年のの５５月月頃頃をを目目途途にに目目黒黒区区等等へへ提提出出をを予予定定

●第２回 協議会 （H１９．１０．２５）
【テーマ】地区計画の導入ルールの検討①

※主に、「建物の用途」と「建物の高さ」に関す

る建替えルールについて検討しました。

●第３回 協議会 （H１９．１１．２２）
【テーマ】地区計画の導入ルールの検討②

※導入すべき６項目の建替えルール全てについ

て、具体的な内容を検討しました。

●第４回 協議会 （H１９．１２．１３）
【テーマ】まちづくり提案（骨子案）のまとめ

※「まちづくり提案」の骨子案の全体について、

まとめていきました。

←【設立準備会】

多くの方にお集まりい

ただき、これからの進め

方等を確認しました。

【第２回協議会】→

「建物模型」を活用して、

用途地域の変更や建替え

ルールを検討しました。

←【第3回協議会】

地区計画の全ての建替え

ルールをひとつずつ検討

しました。

【第４回協議会】→

骨子案を取りまとめるに

あたって、臼田会長に挨拶

いただきました。

Ｒ７０



「補助 46 号線と沿道まちづくりに関する提案」（骨子案）概要（「46 沿道まちづくり協議会」でとりまとめたものです）

②沿道３０ｍの区域における「用途地域等の変更」に関する要望

③沿道３０ｍの区域における「地区計画の導入」に関する要望

２～３

①まちづくりの目標と方針

■あなたのお住まいの場所はどこですか【区域図参照】
※おおよその場所で結構です。

□沿道30ｍの区域 □後背住宅地 □わからない

「①まちづくりの目標と方針」の内容について

□おおむねよい □一部修正してほしい □わからない

「②用途地域等の変更に関する要望」の内容について

□おおむねよい □一部修正してほしい □わからない

「③地区計画の導入に関する要望」の内容について

□おおむねよい □一部修正してほしい □わからない

後背住宅地

沿道 30ｍの区域

補助46号線
（計画幅員20ｍ）

沿道まちづくりの区域図

●災害に強いまちづくり

●賑わいと魅力のあるまちづくり

●緑豊かでうるおいのあるまちづくり

区域全体に共通する目標とともに、市街地

特性ごとに方針をまとめました。

【沿道30ｍの区域】のまちづくり方針

●延焼遮断帯の形成

●土地の高度利用の誘導による中高層の

複合市街地の形成

●沿道にふさわしい街並み形成

【後背住宅地】のまちづくり方針

●低中層の住宅市街地の形成

●細街路や公園・広場等の整備、及び緑化

推進

●安全でうるおいある街並み形成

【補助46号線】の整備方針

●うるおいと親しみのある歩行空間の整備

●人にやさしい歩道施設整備

「まちづくりの方針」「まちづくりの目標」
～補助46号線の整備に伴う沿道の建替え・土地活用等が円滑に行えるように「沿道30ｍ区域」の用途地域等の変更が必要です。

～地域の住環境を守り、将来にわたって秩序あるまちづくりを進めていくため、用途地域等の変更とあわせて、都市計画法に

基づく「地区計画制度」を活用して、「沿道30ｍ区域」を対象に、建替えルールを定めていく必要があると考えました。

１） 近隣商業地域に変更 ２） 第三種高度地区に変更

４） 防火地域に変更

※土地活用がしやすいように、

「近隣商業地域」へ変更し、建

ぺい率と容積率等を緩和する

※近隣商業地域への変更に伴い

日影規制も緩和する

※第三種高度地区に変更し、狭くなる

敷地でも建替えやすいように、北側

斜線を緩和する

※補助 46 号線の延焼遮断帯形成に向け

て、建物の最低の高さを規定する

３） 最低限高度地区を指定

（変更案）近隣商業地域

●建ぺい率：80％

●容積率：300％

●道路斜線：1／1.5

建築できる

範囲

→北側

10ｍ

（現在）第一種住居地域

●建ぺい率：60％

●容積率：200％

●道路斜線：1／1.25

（現在）

(変更案)

（新たに指定）

●建物の高さを最低7ｍ以上

※おおむね 3階以上

※補助46号線の延焼遮断帯形成に向

けて、防火地域に変更する

（変更案）防火地域

※原則として、耐火建築物

「④これまでの意見・要望等」の内容について

□おおむねよい □一部修正してほしい □わからない

建築できる

範囲

→北側

５ｍ

（現在）準防火地域

④これまでの意見・要望等

１）補助46号線事業の早期着手

●補助46号線の事業化スケジュール

の明確化と事業の早期着手

●事業化に関する情報提供

２）沿道まちづくりの着実な推進

●木密事業の積極的な推進

●都市防災不燃化促進事業の新規導入

●46協議会の継続的支援

●（仮称）街区懇談会の開催運営支援

●建替え困難者の支援方策等の検討、実施

（代替地・代替住宅の斡旋・確保、狭小

残地の活用、共同化事業の支援等）

３）次期事業化計画における補助46号線の

位置づけの明確化

●補助30号線から環状７号線までの

補助46号線について、次期事業化

計画の中で第四次優先整備路線とし

て位置づけ、早期事業化

平成 19 年２月提出の要望内容に加え、46 協議会

やこれまで地元でいただいた意見・要望を、あらた

めて整理しました。

１） 建物の用途に関するルール ２） 建物の高さに関するルール ３） 建築できる最低敷地面積のルール

４） 建物の外観などに関するルール ５） 垣や柵の構造に関するルール
６） 緑化に関するルール

（切り取り線）

（
切
り
取
り
線
）

この見開きページの①～④の提案内容をご覧いただき、

各設問について、該当する項目を○で囲んでください。

中央

体育館

※修正その他上記設問に関し、具体的なご意見等がございまし

たらお書きください。（なお、表面にも記載欄がございます）

※地域にふさわしくない、以下の用途

の建物が建築できないよう制限する

□風俗・性風俗営業の店舗

（ﾊ゚ﾁﾝｺ･ﾏー ｼ゙ｬﾝ屋・ﾗﾌ゙ﾎﾃﾙ等）

□場外馬券・車券等売り場

□床面積3,000㎡を超える大規模店舗

□ｳｨーｸﾘー･ﾏﾝｽﾘーﾏﾝｼｮﾝ

□住戸数２５を超えるﾜﾝﾙー ﾑﾏﾝｼｮﾝに

一定のファミリー住戸の併設を義務づけ

※紛争原因になりやすい規模の大きい

ﾜﾝﾙーﾑﾏﾝｼｮﾝを対象にルールを設ける

※予期せぬ高さの建

物を防ぎ、街の環

境を守るため、こ

れ以上は高く建て

られないという最

高高さを定める

□最高高さ：２５ｍ （およそ８階建て）

→総合設計の場合も同様に25ｍ

→総合設計で、敷地 1,000 ㎡以上の場合

の最高高さ：３０m

最高高さ
●ｍ

【イメージ図】 ※防災やゆとりある住環境づくりの観点

から、敷地の新たな細分化による建て

詰まりを防ぐため、建築できる最低敷

地面積を定める

□最低敷地面積：５５㎡ （約 17坪弱）

□あわせて定めるルール

①現状55㎡未満の敷地は建築可能

②補助 46 号線の整備に伴い、55 ㎡未満と
なる敷地は建築可能

※地域にふさわしい街並みづくりを進

め、周辺環境にそぐわない建物など

の建築に歯止めをかけるためのルー
ルを言葉で定める

□建物については、刺激的な色彩は避け、形

やデザインについては、周辺環境との調和

に配慮したものとする

□広告物や看板等は、刺激的な色彩や装飾

を用いたものなど周辺環境にそぐわないも

のは設置を禁止する

※防災面から、震災時などに倒壊して

人が怪我をしたり、避難路をふさい

だりする恐れがあるブロック塀等

が、新たにつくられないように、道

路沿道の垣や柵の構造を制限する

□道路等に面する垣や柵の構造は、植

栽やフェンス等とする

□ブロック塀や石塀等を設ける場合は、

高さ 0．6ｍ以下とする。

（幅 1．5ｍ以下の門柱は除く）

※当地区が区内で一番緑が少ないことを

踏まえ、緑化スペースが確保しやすい

比較的大きな敷地で建築する場合を対

象に、一定割合の緑化を義務付ける

□敷地内の空地の緑化

→200㎡以上の敷地：１割以上

→1000㎡以上の敷地：２割以上

□屋上の緑化

→500㎡以上の敷地：２割以上

□道路に面する部分の緑化
→200㎡以上の敷地を対象

（注）これらの建替えルールは、将来の建替えや新築時に適用されるもので、今ある建物には適用されません。


